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卵 ア レ ル ギ ー
患者に お ける血清抗鶏卵白リ ゾチ ー ム

特異 IgG
，
　IgE抗体価 とそ の 経時的変化

　 静岡県立 こ ども病皖感染免疫 ア レ ル ギー
科

三 宅　健　　河盛重造 　　吉田隆実

　著者ら は以前に，卵 ア レ ル ギ
ー

の 患者の
一部は プ リ ッ ク テ ス トを用 い て

， 鶏卵白 リ ゾ チ ー
ム （H 肌 ）

に 過敏で あ る こ とを報告 した．今回 は polyvlnyl　mieroplate を用 い た radioimmunoassay 〈R 聾A ）に よ

る 抗 HEL 特異 IgG 抗体 と，特異 IgB 抗体 の 測定法を確 立 しt：．そ し て，卵ア レ ル ギー
患者 34名 の そ れ

らの 血清抗 体価 を測定 し，以 下 の 結果 を 得 た．

　1＞著者 らが 確立 し た RIA 法は，抗 HEL 特異抗体 を測定 す る うえ で，特異性の高 い 方法 と考え られ

た ．

　2）卵 ア レ ル ギー患者は，コ ン トロ
ー

ル に 比 べ て抗 HEL 特異 lgG，　lgE 抗体 と もに 高値 で あ っ た．

　3）卵 ア レ ル ギー患者の 中で，HEL に よ る プ リ ッ ク テ ス トの 陽性者は陰性者 に 比 べ て 抗 HEL 特異
夏gG ，

　IgE抗体と も に高値 で あ っ た．

　4）抗 HEL 特異 IgG 抗体 と IgE 抗 体 と の 問 に は，正 の 相 関が み ら れ た ．

　5）抗 HEL 特異 IgG 抗体 と IgE 抗 体の 経時 的変化 は症例 に よ り異な り， 必ず し も平行 した 変化 は示

さ な か っ た ．
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　鶏卵白中 に は 2 種類以上 の蛋白質が含ま れ て お り，

その 主 な もの は オ バ ル ブ ミ ソ （OA ），
オ ボ ム コ イ ド

（OM ）， 鶏卵白 リゾ チ ーム （HEL ），コ ン ァ ル プ ミ ソ ，

オ ポ マ ク ロ グ ロ ブ リ ア ， オ ボ ム チ ン で あ る と い わ れ て

い る
ll
．卵 ア レ ル ギ ー

の 卵 自中 の ア レ ル ゲ ン 活性に つ

い て
’
は ，OA に 存在する と い う報告2）と，OM に 存在す

る とい う報告
3］4）があり一定し な か っ た ，しか し，最近

で は 主要 ア レ ル ゲ ン 活性 は OA と OM の 両方 に あ る

と考えられ て い る
1）5）61．そ して ， HEL な どの他の蛋白

質に も ア レ ル ゲ ン 活性があ り，卵白中 の ア レ ル ゲ ソ 活

性は患者各 々 に つ い て，少 しずつ 異 なる と考 えられ て

い る 1｝517》．
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munoglobulin 　G ；　OA 　ovatburnin ；　OM
ovomuco 孟d；　PBS 　phosphate 　buffered　saline ；

RAST 　 radi ・ allerg ・s・rbent 　 test； RIA 　 radi 。im．

munoassay

　 HEL は一
次，二 次，三 次構造が完全に 明 らか に され

て お り
S）9），免疫学的 に は そ の抗原決定基は 多価で あ り

ア ミ ノ 酸配列に 繰 り返 し がな い こ とか ら，そ れ ぞれ の

抗原 決定 基 は そ の 特異性 が 異 な る と考 え られ て い

る 叫 一12i．ま た ，　HEL の 持つ ム コ 多糠類分解作用 を利用

し て，薬剤 として も広 く用 い られ て い る．

　著 者 らは HEL 製 剤を服用 後 に ア ナ フ ィ ラ キ シ
ー

シ ョ ッ ク を お こ した卵 ア レ ル ギ ー
患 者 に

， HEL に よ る

ブ リ ッ ク テ ス ト を行 い
， 即 時型反応 を証明 した

］S｝，こ の

こ とか ら，一部の 卵 ア レ ル ギ
ー
患者 で は H εL が重要

な ア レ ル ゲ ソ と し て 作用 し て い る 可 能 性 を示 陵 し

た s，13）．今回著者 らは in　vitro で HEL に 対す る特異抗

体を測定する た め に ，radioimmunoassay （RIA ）を確

立 し た．そ して，卵 ア レ ル ギ
ー
患者の 血 清中の 抗 HEL

特異 IgG 抗体，特異 IgE 抗体価を測定 し，同時 に そ の

経時的変化 も検討し た の で報告する、

対象お よ び方法

1．対象

昭和56年 9 月か ら昭 和60年 3 月の 間に 当院 ア レ ル
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ギー
外来を受診した，臨床上卵 ア レ ル ギ

ー
が疑わ れ た

児童 の 中で ，卵白 IgE・RAST 　score が 2以上 で，か っ

HEL の ブ リ ヅ ク テ ス Fの 結果が判明 し て い る34名 を

対象と した，うち わ け は 男児27名，女児 7名 であり，

初 回検査時の 年齢は 0歳 が 12名， 1歳が 12名， 2歳 が

5名 ， 3歳が 3 名， 4歳 が 2名 で あ っ た．一一
部 の 症例

で は 経 時的 に 採血 を 行 っ た，血 清 は
一80℃ に 保存 し て

用 い た．

　 2．　コ ソ 　ト　ロ　
ー

ノレ

　 コ ン ト ロ ール は 当院外科外来を受診し た 斜視，鼠径
ヘル ニア などの 患児で ，問診 に よ っ て ア レ ル ギ ー

疾患
の 既往が な い こ とを確認した 男児23名 ， 女児 7名 の 計

30名を選ん だ，年齢は G 歳 が 8 名， 1歳が 9 名， 2」羲

が 5名 ， 3 歳が 5 名，4歳 が 3名で あ っ た ．

　 3．ス タ ソ ダ ード血清

　 測定 ご と の 比較が で きる よ うに ス タ ン ダ
ー

ド血清を

作製 した ．対象血清の
一

部を用 い て 予備実験を行 い ，

抗 HE 廴特異 lgG 抗体価 と特異 lgE抗体価が 比較 的

咼 い と考えられ た 7名（HEL の プ リ ッ ク テ ス ト陽性 6

名と陰性 1名） を選び．そ の 血 清を混和 した もの を ス

タ ソ ダード亅血清として 用 い た，

　 4．抗原

　結 晶 HEL は エ ーザ イ 社 よ り提供 さ れ た も の で あ

り，　pOlyacrylarnide　gel　electrophoresis で 単
一パ γ ド

で あ る こ とを確認し た．OA は シ グ マ 社 製 OA 　（10t

No ．3ユF・8061）を用 い た，

　 5．プ リ ッ ク テ ス ト

　 ブ リ ヅ ク テ ス ト溶液は ，HEL を0．5％ フ ェノ
ー

ル 含

有生理食塩水 に 溶 か して IO％溶液と し た もの を用 い ，

判定は 石崎の 基準
：i：

に 従 っ た．

　 6．特異 IgG抗体の 測定

　 方 法 は 塩 化 ビ ニ ール マ イ タ 卩 ブ V 一
ト を用 い た

RIA で行 っ た．

　 まず HEL をO．1M 　 carbonate −bicarbonate　buffer，

pH 　9．6に 溶解し，そ の 200μ 1を塩化 ビ ニ
ー

ル マ イ ク ロ

ブ レ ー
ト （96・well 　vinyl 　assay 　plate　No ．　2596

，
　Cestor）

の 各ウ ェ ル に 注入 し，4℃ で 24時間 incubationを行 っ

た．洗浄液 （0．05％ Tween 　2  を含む PBS，　pH 　7．4）
で 6 回洗浄後 ，

human 　serum 　albumin （Sigma，　lot　No ．

83F・9315）を PBS で lmg！ml とな る よ うに溶解 し，20ひ

μ 1を各 ウ ＝ ル に注入 し，4 時間 blockingを行 っ た．洗

浄液で 6 回 洗浄後 ，
慮 清を洗浄液で希釈し，100μ1を各

ウ ェ ル に注入 し，4 ℃ で 24時間 incubationを行 っ た．

洗浄液で 6回洗浄後，
i251 ・tw識抗 ヒ ト IgG モ ノ ク 卩 一

ナ ル 抗体 （Shionogi　Co．　Ltd．，Osaka、Japan）を各ウ ＝

ル に 50μ】注入 し，4 ℃ で 24時間 incubationを行 っ た

その 後 6回 洗浄し，各 ウ ェ ル を切り離し て ガ ア マ シ ン

チ レ ー
シ ョ ン カ ウ ン タ ー（Auto、Well　Gamma 　System　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I

ARC ・600．　Aloka）で 測定した．

　実験 は す べ て triplicateで 行い ，『7均値をそ の ヵ ウ

ソ ト と した．対象と コ γ ト 卩 一ル の 血 清 の 抗体価 は，
ス タ ン ダード血 清 の カ ウ ソ F と の 比 （％） で あらわ し

た ．

　7．特異 IgE抗体の 測定

　抗 HEL 特異 1gE抗体と抗 OA 特異 正gE 抗体も，上

記の 特異 lgG 抗体 と同様 の 方法 で 行 っ た ．二 次抗体と

して
1251 一標識抗 ヒ ト IgE抗体 （Pharmacia 　Co．　Ltd）

を用 い た．

　血 溝抗卵 白特異 IgE抗体の 測定 （t　RAST 法 で 行 っ

た （Pharmacia 　Co．　Ltd．）．

　8，HEL に よ る抑制試験

　血清 に 洗浄液 また は 1μg／ml ，100μ g！ml の 濃度 に し

た HEL 溶液を等量加 え，3 時間 incubationし た後，

さらに 洗浄液で 2．5倍 に 希釈 した もの を用い て 抗 HEL

特異 IgE抗体 の 測定 を 行 い ，抗 HEL 抗体測定 の 特異

性 を検討 した，

　 9，統計処理

　統計処 理 は まず F 検定を行 い ，母分散が等 しい 場合

は t検 定 を，異 な る 場 合 は Wilkoxon 検定を用 い て

行 っ た ，

結　果

　 1．抗 HEL 特異抗体測定法

　 1．至適抗原濃度お よ び 至適血清希釈 の 検討　　　　．、

　まず，　coating す る HEL の 至適濃度を決定す るため 廟
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　Fig．1．　The　effect 　of 　di【utien 　of　serurn 　for

measuring 　spec 面c　19G 　　antibody 　to　hen’s　eg9

1ysozyme．　Standard　serum 　was 　diiuted　100　times

（○
一〇）、150times （●

一
●），200　times （△

一
△ ）

and 　 400　 times （▲
一

▲ ）．　 W
’
ells 　 were 　 coated 　with

va1
−iab皇e 　concentrat 主ons 　of　antigen 　O．l　thτough

lOOμg／m1 ．　Tota呈radioactMty 　of　second 　antibody

was 　l9 290　cpm 、

IgE抗体 は 10と100μg ！mt の coating 濃 度 で カ ウ ソ ト

に あま り差を認め な か っ た が，よ り高 い カ ウ ソ ｝出す

た め に 以後の 実験を抗原濃度を100μg！ml ，血清希釈を

5倍に し て 行 っ た ．

　抗 OA 特異抗体測定 の 条件 も同様 に し て 検討し た

とこ ろ ， 至適条件は IgG 抗体を麗定する場合は抗漂濃

度は 1μ g／ml ，血 清希釈は 100倍，　IgE 抗体を測定す る場

合 は 10μg！mi ，5倍で あ っ た．OA に 関す る以後 の 実験

は こ の 条縡で 行 っ た，

　2．抗原 に よる抑制試験

　Fig．3 か ら萌ら か な よ うに，抗 HEL 特異 lgE抗体

は 加 えた 抗原量 に dose　dependentに 卿瀏を うけ，

HEL 　lOOμ g／ml 溶液を顔 え る と完全 に抑制され た．

l　 Il．卵 ア レ ル ギ ー患老 の 血清抗 HEL 特異抗体価

　　 1．対象 お よ び コ ソ hp 一ル 血 清 の 抗 HEL 特異

　 IgG抗体価

　　 対象34名の 初回採盗時の抗 HEL 特異 IgG 抗体価 の

　 平均 値 ± 1SD は 141± 205％ で あ り， コ ソ ト 卩
一

ル の

（cpm ）
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　Fig，2．　The　effect　of 　 diIution　of　 serum 　fo【

meas ロ ring 　 specific 　 lgE　 antibedy 　 t。　 hen’s　 egg

lysozyme．　Serum 　from　a　patient　with 　egg 　anergy

was 　diluted　5　times （●
一

●）and 　lOtimes （O …O ）．

Serum　froTn　a　non ・aHergic 　adult 　was 　di垂uted 　5　tlmes

（▲
一

▲ ）and 　10　t量mes （△
…

△ ）．　Wells　were 　coat 〔虹

with 　varlable 　concentratiGns 　of　antigen 　O」 thr。ugh

100μ g／m1 ．　Total　radioactivity 　of　second 　a 刊tibOdy

was 　4DOIg　cpm ，

　（cpm ＞

200

IOOO

oo
曽韓卩脚　　一一・一一一一一一一一一

〇　　　 　1 190

　　　 　　　　　　　　 Added 　HEL （pg ／m の

　Fig．3，　1nhibition　test　in　meas ロring 　Paific　IgE

antibody ．　 Serum　was 　added 　with 　hen’

s　egg

lys。・yme 　in　 c。ncent ・ati… fland 　 10eμ9 ／ml ・

●
一● ； serum 　from　a　patient　with 　egg 　allerg）

’
，

○
．．・O ；sen 皿 from　a　non ・allergic　adUlt ・Tota】

τadi ・ activity 　ef　second 　antibody 　was 　40019　cpm ・
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　Fig．4，　Speci負c　igG　antibody 　to　heτゴs　egg

Iys・ zyme 　in　the　sera ・f　patients　w ｛th　egg 　aiiergy ・

● ；patients　with 　positive 　prick　test　to　lysozyme，

○ ； patient　with 　negative 　prick　test　to　lysozyme ・

△ ；control 　children ．

65± 28％ に 比べ て 高値で あ っ た （pく O．01，Fig．4）．対

象を HEL の プ リ ッ ク テ ス F の 結果 で 陽性 17名，陰性

17名 に 分け ると．陽性群は2！4± 27 ％で 、 陰性群 は 68±

51％で あ り，陽性 群 が高 か っ た （p〈 0．Ql）．コ ソ ト 卩
一

ル に 比 べ て 陽性群 は 高値 で あ っ た が，陰性群は 差を認

め な か っ た ．

　2．対 象お よ び コ ン ト ロ
ー

ル 血 清 の 抗 HEL 特異

IgE抗体価

　対象34名の 初 回採 血時 の 抗 HEL 特異 lgE抗体価 の

平均 値 ± 1SD は 387± 762％ で あ り，
コ ノ ト 卩

一ル の

45± 6 ％に 比ぺ て高値 で あ っ た（p く o．oLFig．5）．対

象の 中 で HEL の プ リ ッ ク テ ス ト陽性群 は 708± 987％

で，陰 性 群 の 65±41％に 比 ぺ て 高値 で あ っ た （p 〈

O．01）．ま た ，コ ソ ト 卩
一

ル に 比べ て 陽性群（p 〈 0． 1）1

陰性群 （p＜ O．05） ともに 高か っ た．

　3．抗 HEL 特異 IgG 抗体と IgE抗体 との 相関

　対 象 の 中で ，HEL の プ リ ッ ク テ ス ト陽性 群 の 抗

HEL 特異 【gG 抗体価 と IgE 抗体価 と の 間に は強 い 相

関が認 め られた （r ＝0．89 ，Fig　 6）．し か し ，
ブ リ ッ

ク テ ス ト陰性群 で は相関は 認め なか っ た （r＝0．067，

Fig，6）．

　4．抗 HEL 特 異 lgG抗体 と抗 HEL 特異 lgE抗体

の 経時的変化

　対象の 中で，HEL の ブ リ ッ ク テ ス トが陽性 で 1年以

340
（％ ）

320

300i40

120

100

80

60

40

●

●

20

　

　
　

　 Fig．5，　Spec三fic　lgE　antibody 　to　hen’s　eg9

1ysQzンme ｛n 　the　seτa　 of 　patients　w 孟th　 egg 　 allergy ．

● ；patients 　with 　positive　prick　 test　to　lysozyme，
○ ；patient 　 with 　nega 辷ive　prick　test　to　lysozyme，
△ ；cgntrol 　children ，

上 に わ た っ て 採 血 可能 で あ っ た 4 症例 の
， 抗 HEL 特

異抗体 と抗 OA 特異抗体の 経時的変化を検討した．

　症 例 1 （Fig．7）：生後 7 ヵ 月頃 に HEL 製剤を服用

して，シ ョ ッ ク 症状 を呈 した 男児 で ある，初診時は 抗

HEL 特異　lgG 抗体，　 IgE抗体 と もに 高値 で あ り，抗

OA 特異 lgE抗体 も高か っ た．その 後， 卵お よび HEL

製剤を完全 に 除去 し た と こ ろ，それ らの 抗体は い ずれ

も著 明 に低下 した． 2歳に な っ て卵 の 摂取を開始 した

が
， 抗 HEL 特異 lgG 抗体，　lgE抗体，抗 OA 特異　lgE

抗体い ずれも上昇は認め ず， 卵白 RAST 　score も低下

した ままで あ っ た ．しか し，抗 OA 特異 lgG 抗体 は上

昇 した．

　症例 2 （Fig．8）：卵摂取に よ っ て 蕁麻疹 ， 嘔吐が出

現 した 男児で ある．卵を除去後 ， 抗 HEL 特異 IgE抗体

は 低下 し， 1歳 5 ヵ 月頃か ら卵 の 二 次製品の 摂取を し

て も上昇 は み られな か っ た．し か し．抗 HEL 特異 lgG
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　Fig．6．　 Re 【ationship 　between！gG 　antibOdy 　and 　IgE　antibOdy 　to　henls　egg

lysozyme ・● ；patient　with 　positive　prick　test，○ ；patienヒwith 　negative 　prick　test，

抗体 は 卵を摂取後に 上昇 し た．一
方 ， 卵の 摂取を開始

し て も，卵 白 RAST 　 score と抗 OA 特異 lgE抗体，

IgG抗体と もに 上昇 は み られ な か っ た．

　症 例 3 （Fig．9）： 1 歳時 に 卵 を食 べ て 碪吐 した た

め，で きる か ぎり卵の 除去を行 っ て い た男児 で あ る．

ア ト ピー
牲皮膚炎 と気管支喘息の 既往があ る，HEL 製

剤を 服 用 した こ と が あ る か は 不 明である．卵 の 除去を

行 っ て い た 3歳時に も，抗 HEL 特異 lgE抗体，　lgG抗
体ともに著明な高値を示 した ．そ して ， 卵を摂取 し始

め る と， 抗 HEL 特異 IgE抗体は さ らに 上昇し，そ の 後

低下 し た．しか し
， 抗 HEL 特異 1gG抗体は 上 昇し な

か っ た．こ の 間，抗 OA 特異 IgG 抗体 ，
　 IgE抗体 とも

ほ とん ど変化しなか っ た ．

　症例 4 （Fig，10）：卵 を摂取して蕁麻疹が出現し た

男児で ある．初診時 の 卵 白 RAST 　score が 3 であ っ た

た め ，卵 の 除去を行 っ た ．その 後 ， 卵白 RAST 　score

は 4 に な り
， 抗 HEL 特異 lgE抗 体 も上 昇 し た。抗

HEL 特異 正gG 抗体 と抗 OA 特異 lgG抗体 もわず か に

上昇 し た が，抗 OA 特異 IgE 抗体は 変化しなか っ た。

そ の 後 ， 卵白 RAST 　score は漸減し，抗 HEL 特異 lgE

抗体も い っ た ん 低下し た が、その 後 は ほ とん ど変化 し

な か っ た．抗 HEL 特 SC　lgG抗体は lgE 抗体が減少 し

て も漸増 し ， 後 に や や 低下 した ．抗 OA 特異 IgE 抗体

は 経過中 ほ とん ど変化 しなか っ た ．

考　察

　in　vitro の 抗原特異抗体を定量的 に 測定す る方法 と

し て ，最近 で は 主 に RIA と ELISA が 用 い られ て い
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　Fig．7，　Change　of 　sped 且c　IgE （upper ）and 至gG

antibodies 　Gower）to　hen’s　egg ｝ysozyme 　and 　ova 卜

bumin （Case　1）．

る．著者ら は 特 異 lgG抗体，　 IgE抗体ともに ，塩化 ピ

ニ ール マ イ ク 卩 プ レ ー
トを 用 い た RIA で 測定 し た．

RIA 法 で 問題 に な る の は，用 い る抗原の純度と二 次抗

体 の 特異性 で ある と い わ れ て い る．抗原 とし て 用 い た

HEL は結晶化された もの で あ り，polyacrylamide 　gel

electrophoresis で 単
一パ ア Fで ある こ と を確認 し て

お り，
ほ ぼ純粋な HEL と考えられ る．二 次抗体 として

は、既 に 特異性 が 明 ら か な抗 ヒ ト lgE 抗体 （Phar・

macia 　CD．　Ltd．）と 1｛osoi らが作製した 抗 ヒ FigG モ

ノ ク 卩
一

ナ ル 抗体
15 ｝を用い た。

　抗 HEL 特異抗体測定の 至適条件 を決 め るた め に ，

プ レ ート t：　coating す る HEL の 濃度と血 清希釈 の 影

響を検討 した （Fig．1，2）．結合 カ ウ ソ トは 抗 HEL 特

異 IgG 抗体，　 IgE抗体 ともec　coating する濃度に 比例

して増加 し， 血清希釈倍数 に 反比例 し て低下した ．抑

制試験 で は 加え た 抗原量 に dose　dependentに 抑制さ

れ，多量 に 加え る と完全 に 抑制 さ れ た （Fig．3）．以上

lgE　RAST 　 5・。 ・ e ヒ。 ・ 99　 white

偶 ）　 3　　　　 4　　3　　2

4

3

1

25C，

2GO

10G

　 　 　 　 ヨ　　　　　　 1，5　　　　　　　2　　　　　　2．5
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Age）

　Fig．8，　Change　of 　speci 行⊂ 1gE （upper ）and 　IgG

antibodies （iower）to　hen’s　eg9 　lysozyme　and 　ovat ・

bumin （Case　2）．

の こ とか ら， こ の 方法 は 抗 HEL 特異抗体 を 測定す る

うえで，特異性の 高い 方法 と考 えられた．

　Bleumink ら は 卵 ア レ ル ギ ー患老が陽性 皮膚反応を

呈す る卵 白中蛋 白分画b：，　OM の ほ か に 分子量約14500

で OA や OM の お よ そ 2 分の 1か ら 3 分 の 1 の 低分

子蛋白質で あ り ， ア レ ル ゲ ン 性 が 弱 い と考 え られ る

HEL 分画 に も存在す る こ とを発見しt；3 ）o ．し か し，当

時 こ の 反応は，HEL の 持つ 非特異的な反応と考えられ

た、著考 らは HEL 製剤を 服 用後に ア ナ フ a ラ キ シ
ー

シ ョ ッ ク をお こ した卵 ア レ ル ギ
ー

患老を経験 し ， 卵ア

レ ル ギ ー患者の
一部は HEL に 対 し て 過敏で ある こ と

を報告し た s）13｝．その 後 Hoffman は卵ア レ ル ギ
ー患者

33名中22名の 血清中 に，抗 HEL 特異 lgE抗体が存在

す る こ と を RAST 法 で 証明 した
t）．また ，　 Anet らは

westem 　b1。 ttingを用 い て，10名の 卵 ア レ ・レ ギ ー患老

の 血 清中に抗 HEL 特異 IgE抗体が存在す る こ とを報

告 した
T）．　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　 コ

　今回 の 対象 の 5a％ が，　HEL に よ る プ リ ッ ク テ ス ト陽 1

性 で あっ た ．そ して ，そ の ブ リ ッ ク テ ス トの 結果と・　
」

耄
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　Fig．9．　Change　of 　specific 　IgE （uppeT ）and 　IgG

antibodies 　Gower）tG　hen’

s　egg 　lysozyme　and 　ova 】−

bum 計1 （Case　3）．

抗 HEL 特異 IgE抗体価 との 相関 は 良好 で あ っ た，し

た が っ て，HEL の 皮内テ ス ト は 非特 異的な反応 を呈す

ると い われ て い るh：ans ），プ リ ッ ク テ ス トは HEL に 対

す る 過敏性 を調べ る検査 と し て有用 で ある と考え ら れ

た ．一方，便宜 上 コ ン ト ロ
ー

ル の 抗 HEL 特異 IgE 抗体

価 の 平均＋ 2SD 以上を陽性 とす るならぽ，対象 の 71％
が 陽性 で あ り，こ れ は Hoffman の 報告

1〕と
一

致して お

り，
ブ リ ッ ク テ ス トに比ぺ て陽性率 は 高か っ た．ま た ，

Anet ら は 卵 ア レ ル ギ
ー

の な い 7 名中 1 名 tc抗 HEL

特異 ！gE 抗体が高値で あ っ た と報告 して い るb：？｝，著

者 らの 測定 した コ ソ F ロ
ー

ル 30名は い ず れ も低値 で

あ っ た．

　今まで に 人間 に お い て，HEL に 対する特異 IgG 抗

体価を測定 した 報告は な い ．今回 の 実験で は ，HEL に

よ る ブ リ ッ ク テ ス F陽挫群 は コ ソ ト ロ
ー

ル に 比 べ て 抗

HEL 特異 IgG 抗体価が 高値 で あ っ た ，食物抗原 に つ

　「gE　RAST 　score 　to　 egg 　whit 巳

　 　 　 3　　 　 　　 4　 　　 　 3
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　 Fig，　IO．　Change　of　specific　IgE（upper ）and 　IgG
antibodies （lower）to　hcn’s　eg91ysozyme 　and   val ・

bumin （Case　 4）．

い て は
， 特異 IgG 抗体と IgE抗体 は 平行し て 上昇する

こ とが多 い とい われ て い る
6）16）．我 々 の 測定 で も，HEL

の プ リ ッ ク テ ス ト陽 性 群 の 抗 HEL 特 異 lgG 抗体価

も，特異 IgE 抗体価 との 相関は良好で あ っ た ．抗 HEL

特異 IgE抗体を有する患者は，卵を摂取 し た時に 消化

管 の 透過性 が 亢進 し，HEL が そ の まま多量 に吸収 さ

れ，それ が 抗 HEL 特異 工gG 抗体 の 産生 を刺激 して い

るた め に ，両者 の 間 に 相関があるの か もしれない ．一

方，HEL の ブ リ ッ ク テ ス ト陰性群で は，抗 HEL 特異

IgG抗体衝は コ ン トロ
ー

ル と差 を認め ず，抗 HEL 特

異 lgG 抗 体癌 と特異 lgE 抗体 価 と の 相 関 も認め な

か っ た ．し か し，抗 HEL 特異 lgE 抗体は コ ソ ト P 一
ル

に 比 べ て やや高か っ た ．こ の こ とは ，ブ リ ッ ク テ ス ト

陰性群 の 中 に も， コ ソ ト ロ
ール に 比 べ て高 い 抗 HEL

特異 IgE抗体緬を有す る患者が数名存在して お り， そ

れを反映 し て い る と思 わ れ る，

　Okuda ら は v ウ ス の HEL に 対す る抗体産生は 系

統に よ っ て 異な り， 遺伝子支配を受け る と報告し て い

る
iT）

，対象の 中 で HEL に 対す る抗体 を有す る患者 と

有 さない 患老が い る こ と は，人間 に お い て もlow　 re −

sponder と high　responder があり，それが遺伝的に あ

る程度支配を受けて い る可能性 も考えられ る．また，

HEL 製剤服用 の 既 往 や感作 された 時の 卵 の 性状 ，摂取
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量 な ど に も影響を受け て い る か も しれな い ，

　食物 ア レ ル ギ
ー

の 中 で，特 に 卵 ア レ ル ギ ー患者は卵

白特異 lgE抗体が検出 さ れ る 割合が高く，それ と臨床

症状 との 相関 は 良好とい わ れ て い る
ISI
．そ し て，卵 ア レ

ル ギ ーは 牛乳 ア ／ ル ギ ーや 大豆 ア レ ル ギ
ー

と と も に

out 　grOW し や すく，年齢 と と もに皮膚反応も低下す る

とい われ て い る
）e）19）

．著者らは 卵 ア レ ル ギ ー
患者 の 中

に ，年齢 とともに HEL の 皮膚反応 が 陰性 化す る例が

ある こ とを報告 した 5，．今回 は in　vitro に お い て も，症

例 1，2 の よ うに 1 −2 歳で 抗 HEL 特異 IgE抗体価が

減少し て い くこ とが証明 さ れ た ．ま た ，症例 に つ い て

抗 HEL 特異 IgE抗体 と特 異 IgG抗 体 を検 討 し て み

る と， 平行 して 変動す る例 〔症例 1 ）や平行 しな い 例

（症 Uj　2 ， 4）があり，必ずし も　
・
定 した傾向は 認め な

か っ た．抗 HEL 特異 IgE 抗体 と抗 OA 特異 IgE抗体

が
， 全 く異な っ た変動 をす る症例 は なく， あ る程度相

関 が あるもの と思われ た ．抗 HEL 特 異 IgG 抗体 と抗

OA 特異 IgG 抗体は，あま り相関の ある変動は 示 さ な

か っ た．卵白 RAST 　score と抗 HEL 特異 lgE抗体の

経時的変化を み る とt あ る程度相関 が み られ る例 （症

例 1，4），み られない 例 （症例 2，3）が存在 した ，今

回測定した 抗 1｛EL 特異 IgG抗体の 経時的変化 と臨床

症状との 間 に は
， 明らか な関連は 認め な か っ た ．

　著老 らは 卵 ア レ ル ギ ー
患者 に ，卵 白成分蛋 白質を用

い て ブ リ ッ
ク テ ス トを行い ，陽性 ア レ ル ゲ ン 活性が多

い ほ ど，卵摂取時に 蕁庶疹や 嘔吐などの 急蛙症状 の 出

現率が 高 くな る可能性 が ある こ とを報告 した 51
．卵 ア

レ ギ ー
の 症状の 出現 とそ の 程度に ，HEL や OA ，　OM

などの 卵白中の ア レ ル ゲ γ 活性 の 数，種類や そ の ア レ

ル ゲ ン 活性に 対する特ft　lgE抗体価が，何 らか の 係わ

りを持 っ て い る と思わ れ る．

　今回行 っ た RIA は，　 HEL に 対する特異抗体を測定

する うえで特異性が高 く，臨床上有用で ある こ と が証

明され た．今後 こ の 特異抗体 と，主要 ア レ ル ゲ ソ で あ

る OA や OM に 対す る 特異抗体 との 相関，お よ びそ れ

らの 抗体と臨床症状との関連に つ い て も検討する予定

で ある．

　なお，本研究費の
一
部 は昭和60年度静岡県医 師研究費補

助金に よ っ た．
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DETECTION  AND

     HEN'S  E6GCHANGES

 OF

LYSOZYME  INSERUM

 IgG

PATIENTSAND

 IgE ANTIBODIES  TO

WITH  EGG  ALLERGY

              Takeshi

Dim'sion ofAile,gy, ClinicuMiyake,

 Juzoh Kawamori  ancl Takami Yoshida

limmunc,LclEs: and  l,ij'gctietts Dtset:se, Shiztreha Childfen ]s  HbsPilat

   In our  previous study  we  demonstrated  with  prick  tests that some  patients wlth  hen's cgg  allergy  were  hyper-

sensitive  to hen's egg  -'hite  1)rsozyme (HEL>. In this study  we  decided to measure  HEL-specific IgG and  IgE an-

t{bodies with  microtiter  solid-phase  rad{oimmunoassays.  Sample sera  were  coilected  from  34 patients with  egg  allergy

and  control  sera  were  collected  frem 30 non-aliergic  children,  The  following results  g'ere  obtained.

   1) Levels Df HEL-specific lgG antibody  in the patient's sera  were  higher than  those  in the control  sera.

   2) LevelsofHEL-speeificIgE antibody  in the patlent's sera  svere  h{gher than those in the control  sera.

   3) Levels of HEL-specific lgG  antibody  in the sera  from the patjents with  pesitive prick tests to HEL  svere  higher

than  those  in the  sera  from the patients with  negative  prick tests.

   4) LevelsofHEL-specific IgE antibodyin  the sera  from the patients with  positive prick tests to HEL  were  higher

than those in the sera  from the patients  with  negative  prick tests.

   5) Levelsof  HEL-specific IgG  antibody  were  -'ell  cerrelated  with  those of HEL-specific IgEantibody,

   6) There were  interpatient variations  in the changes  ef the levels of HEL-specific IgG and  IgE antibodies.  In

some  patlefits, the changes  of the levels of HEL-specific IgG were  not  always  parallel to those of  HEL-specific IgE

antilx}dy.


